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式 A6-0を図10のように計算機で解き,界面でのAn_ ¢ を 測 度 と 考え,得られたf-α スペ
クトラムが図11である｡この方法で
は全ての界面でAn¢≠0であるた
め,測度のq乗はq-0のとき全て
1となり,∫-β｡の値は(2)式の界
面密度相関関数から求めたフラクタ
ル次元と一致するoq- ±-での振
舞にっいては実験データの解析と平
行して今後検討していく｡
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